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SIDS in HPV programme & CCAP 
SIAM 14, 26/03/2002 

初期評価プロファイル（SIAP） 

 

イソシアヌル酸トリス(2-ヒドロキシエチル)  

  

物 質 名 ：1,3,5-Triazine-2,4,6-(1H,3H,5H)-trione,  

1,3,5-Tris(2-hydroxyethyl)-  

化 学 式 ：C9H15N3O6  

CAS No.：839-90-7  

  

勧告  

 本物質は現在のところ追加の作業の優先度が低い。  

  

SIAR の結論の概要 

 

ヒトの健康  

急性毒性に関しては，ラットにおけるイソシアヌル酸トリス（2-ヒドロキシエチル）の経口 LD50 は 

2,000mg/kg bw/日より上である（OECD TG 401）。ラットの 8 時間の急性粉塵吸入毒性試験で， 9.32mg/L 

と 15mg/L で症状と死亡が認められなかった。イソシアヌル酸トリス（2-ヒドロキシエチル）は眼と皮膚に

対して刺激性を持たない。感作に関する情報は入手できなかった。  

 

1 件のラットの反復投与毒性・生殖発生毒性組み合わせ試験（OECD TG 422）において 0，30，100，300，

1,000mg/kg bw/日の用量で少なくとも 42 日間投与したところ，いずれの雌雄の動物にも死亡または毒性学

的パラメータの異常は認められなかった。ラットの反復投与毒性の NOAEL は雌雄とも 1,000mg/kg bw/日

と考えられる。  

 

上記のラットの反復投与毒性・生殖発生毒性試験で，本物質はいずれの生殖発生パラメータに対しても有

害性影響を示さなかった。仔の外表および内臓所見の形態学的異常はいずれの投与群にも認められなかった。

生殖発生毒性の NOAEL は親動物と F1 仔の両方で 1,000mg/kg bw/日であると考えられる。  

 

細菌変異原性試験（OECD TG 471）と，染色体異常試験（OECD TG 473 および NTP）や姉妹染色分体

交換試験（NTP）のような哺乳動物in vitro 試験の結果は全て陰性であった。in vivo 試験のデータは入手

できなかった。  

  

環境  

本物質の環境中の分布に関しては，フガシティーモデル（レベルⅢ）計算から，本物質は水，大気または

土壌中に放出されたならば水と土壌に分布するらしいことが示される。また，水への溶解度が高く（20℃で 

820g/L）， log Pow（水/オクタノール分配係数）の値が低く（23℃で-1.63），蒸気圧が低い（50℃で 0.0015Pa）

ことから，本物質は水圏に分布する可能性が最も高い。 光酸化の半減期は 13.0 時間と推定される。本物質
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は水中の安定性が高く（OECD TG 111），OECD 試験ガイドライン 301C（BOF〔生物学的酸素要求量〕で 

0％），301E および 302B（DOC〔溶存有機炭素〕で 0％）によれば生分解されない。しかしながら，コイ

Cyprinus carpioを使用した生物蓄積試験の結果に基づくと，本物質の生物蓄積性は低い。この試験で得られ

た BCF は 2.5mg/L の試験濃度で 0.16 未満，0.25mg/L の濃度で 1.6 であった。  

 

水生生物の急性毒性値は，Selenastrum capricornutumで 1,000mg/L 以上（72 時間 NOEC，バイオマ

スと成長速度），オオミジンコDaphnia magnaで 1,000mg/L 以上（48 時間 EC50，遊泳阻害），メダカ

Oryzias latipesで 100mg/L 以上（96 時間 LC50）であった（それぞれ OECD TG 201， 202，203 によ

る）。Daphnia magna の慢性毒性試験において、21d-NOEC（生殖）は、100 mg/L以上であった（OECD TG 

211）。3 種類の栄養レベルの種を使用して実施されたいずれの試験でも有害性影響は認められなかったので，

本物質は水生生物に対して毒性を持たないと考えられる。  

  

ばく露  

2000 年のイソシアヌル酸トリス（2-ヒドロキシエチル）の生産量は日本で 6,000 トン，ドイツで5,000 ト

ンであった。製造と設備の洗浄は閉鎖連続系内で遠隔操作により実施される。  

 

主に本物質はポリエステル合成の単量体として使用され，製造されたポリエステルは金属用の熱硬化性ワ

ニスと熱硬化性塗料に使用される。また，重合体産業で安定剤としても使用される。重合体中の含量は約 

0.5％以下である。このような重合体の用途のひとつは建物の外装材である。  

 

反応溶媒または洗浄には水ではなく有機溶剤が使用されるので，本物質が製造または使用（ワニス産業や

塗料産業）の場所から廃水を経由して環境に放出されることは無いだろう。さらに，使用された溶剤は濃縮

されたのち，残滓は設備の整った施設で焼却される。最終ポリエステル製品からの放出は起こらないと思わ

れる。安定剤として本物質を含有する重合体から本物質が放出される可能性がある。安定剤として使用され

る本物質の量に関するデータは入手できなかったが，大量のばく露は無いと思われる。  

 

本物質の職業ばく露は，粉塵の吸入によりまたは皮膚経路により梱包/開梱過程で起こる可能性がある。し

かしながら log Kowの値が低いので，皮膚経路による吸収は起こらないと思われる。実際には，作業員は梱包

/開梱の際の個人用保護具（マスク，ゴーグル，手袋）の着用が義務付けられている。したがって粉塵の吸入

による本物質へのばく露は無視できる程度であると思われる。  

 

安定剤として本物質を含有する重合体は，消費者ばく露と一般市民の間接ばく露を引き起こす可能性のあ

る唯一のばく露源である。  

  

勧告される追加の作業の性質 

勧告なし。  

全ての SIDS 評価指標が充分に検討されており，低い毒性プロファイルを持つので，本物質は追加の作業

の候補ではない。  

 
［著作権および免責事項について］ 
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［著作権］ 

本資料の著作権は弊センターに帰属します。引用、転載、要約、複写（電子媒体への複写を含む）は著作権の侵害となりますので御注意下さい。 

［免責事項］ 

本資料に掲載されている情報については、万全を期しておりますが、利用者が本情報を用いて行う一切の行為について、弊センターは何ら責任を

負うものではありません。また、いかなる場合でも弊センターは、利用者が本情報を利用して被った被害、損失について、何ら責任を負いません。 
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